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被服学分野
＜土井隆雄氏（宇宙航空研究開発機構・宇宙飛
行士）と「近未来宇宙暮らしユニット」＞
有人宇宙開発に初めて「生活」の視点の必要性を
認め，2008年3月のSTS-123ミッションにて，「近
末来宇宙暮らしユニット」が開発した船内服の評価
実験を行い，今まで地上実験では解明できなかった
事象の解明
土井隆雄宇宙飛行士は，1997年，日本人初の船
外活動を実施し，その時に，衛星を手でつかまえる
偉業をも成し遂げている。2004年，日本女子大学
における JAXAタウンミーテングでは，ヒュースト
ンからテレビ会議にて，一般の参加者や学生と意見
交換を行うなど，宇宙を身近にする活動も積極的に
行っている。今年 2008年の 3月には，日本実験棟
「きぼう」を国際宇宙ステーションに建設する記念
すべき 1J/A（STS-123）ミッションを実施し，「き
ぼう」の船内保管室の取付けや整備などを担当して
いる。このミッションにおいて，宇宙開発の有人宇
宙活動分野に，初めて「生活」という視点の重要性
を認め，被服学科多屋淑子教授がリーダーにて，宇
宙航空研究開発機構（JAXA）と産学官連携による
「近未来宇宙暮らしユニット」で開発した船内服の
着用評価を行い，地上実験では解明できなかった事
象を明らかにしている。その成果は，今後の宇宙で
の長期滞在に必要な船内服開発のために有用なばか
りではなく，地上の福祉分野や極限環境の衣服にも
貢献でき，地上で生活する人々に，希望とはるかな
宇宙への夢を与える功績も大きい。
一方では，宇宙での生活支援研究の進展に伴い，
本学の被服学科の教育研究領域は宇宙にまで拡大
し，学生の勉学に対するモチベーションも高まり，
土井飛行士と船内服を開発した「近未来宇宙暮らし
ユニット」メンバーの被服学教育への影響は非常に
大きいと言える。以上の功績を讃え，授与した。
家政経済学分野
＜水沢地方農業担い手女性塾＞
女性塾の新しい農業へ向けた提案・行動
第一に，水沢地方が男女共同参画社会に一歩でも
近づくために，女性塾のメンバー全員が地道にリー
ダーシップを発揮してきたことが評価される。女性
塾の 11名は家族経営協定の締結によって女性の家
庭内での地位を高めるために，「家族経営協定を結
ぶとこんな良いことがあるのだ」ということを寸劇
に仕立てあげていろいろなイベントで上演してい
る。また家族経営協定を普及させるために夫婦で講
演に出かけたりして全国的にも活躍している。農業
の世界で女性の地位向上に果たした女性塾の役割は
大きく，今後さらにがんばっていただきたい。
第二に，農業の世界で重要な役割を果たしてきた
ことが評価される。水沢女性塾のメンバーの中には
農業委員としてがんばっている人も多く（日本の農
業において女性が農業委員になるのは非常に珍し
い），また，女性塾のメンバーは全員，自分達の地
域で近隣の農家の女性達を誘って起業をし，そこで
生産した品物を販売することによって地域経済の活
性化にも重要な役割を果たしている。その意味では
女性塾のメンバーは全員，経営者でもあり，日本の
農業・農村を活性化するために今後とも活躍してほ
しい。
第三に，女性塾とは本学学生の卒業論文や修士論
文の調査の引き受けや，学生の農家ステイの受け入
れを通じて長いおつきあいがあり，彼女達の人柄は
非常に信頼できるものであることが挙げられる。
以上の理由から授与した。
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